
主な行事 & イベント

南丹
歳時記

EVENT & FESTA CALENDAR

生身天満宮春まつり

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一月

十
二
月

 

17
日
▼
大
送
神
社《
八
木
町
日
置
》

住
民
が
南
北
二
手
に
分
か
れ
て
綱
を
引
き
合
い
、農
作
物
の
豊
凶
を
占
う
。府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
。

 

19
日
▼
八
幡
神
社《
園
部
町
内
林
町
》

垣
内
古
墳
跡
が
あ
り
、「
か
い
ち
の
厄
神
さ
ん
」と
親
し
ま
れ
て
い
る
神
社
で
行
わ
れ
る
厄
除
け
の
神
事
。

下
旬 

上
旬
▼
大
野
ダ
ム
公
園《
美
山
町
樫
原
》

千
本
の
桜
の
下
、桜
食
堂
や
特
産
館
を
開
設
。夜
は
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
花
火
の
打
ち
上
げ
も
。

 

上
旬
▼
大
堰
川
緑
地
公
園《
八
木
町
西
田
》

桜
並
木
の
下
、出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
に
ぎ
わ
う
。

 

16
日
▼
春
日
神
社《
八
木
町
本
郷
》

下
旬
▼
日
吉
ダ
ム
周
辺《
日
吉
町
天
若
》

14
日
▼
八
坂
神
社《
美
山
町
田
歌
》

神
主
、天
狗
、奴
、ひ
ょ
っ
と
こ
、お
多
福
な
ど
の
行
列
が「
神
楽
」や「
さ
ん
ぎ
り
」「
に
ぎ
ま
く

ら
」を
披
露
す
る
。府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
。

18
日
▼
鏡
神
社《
園
部
町
口
司
》

松
明
を
か
ざ
し
て
田
畑
に
つ
い
た
害
虫
を
追
い
払
う
。

上
旬
▼
大
野
ダ
ム
公
園《
美
山
町
樫
原
》

美
山
町
の
景
勝
地
で
開
催
さ
れ
る
秋
祭
り
。ダ
ム
湖
に
映
え
る
山
の
紅
葉
が
見
事
。

31
日
▼
京
都
帝
釈
天《
八
木
町
船
枝
》

参
道
に
並
ぶ
百
八
つ
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
本
堂
ま
で
進
む
。

 

14
日
▼
八
木
町
大
堰
橋
一
帯《
八
木
町
西
田
》

数
千
の
灯
ろ
う
が
川
面
を
彩
り
、豪
華
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

 

15
日
▼
園
部
大
橋
周
辺《
園
部
町
上
本
町
》

 

20
日
・
23
日
▼
西
光
寺《
八
木
町
美
里
》

20
日
の
宵
大
師
の
法
要
と
23
日
の
地
蔵
盆
の
夜
、浴
衣
に
鐘
と
太
鼓
と
い
う
い
で
た
ち
で
行

わ
れ
る
。府
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

24
日
▼
普
門
院《
日
吉
町
中
世
木
》

北
山
か
ら
丹
波
地
方
で
行
わ
れ
て
い
た
万
灯
ろ
う
と
愛
宕
信
仰
が
習
合
し
た
火
祭
り
。大
小

の
松
明
が
夏
の
夜
空
を
焦
が
す
。府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財

24
日
▼
美
山
町
鶴
ヶ
岡
・
盛
郷
・
芦
生

「
灯
篭
木
」と
い
う
高
い
桧
丸
太
の
先
端
に「
火
う
け
」を
つ
け
、点
火
し
た
松
明
を
投
げ
入
れ

て
、家
内
安
全
、五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
る
。府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
。

下
旬
▼
玉
岩
地
蔵
堂《
日
吉
町
四
ツ
谷
》

若
狭
の
八
百
比
丘
尼
ゆ
か
り
の
延
命
子
安
地
蔵
と
し
て
知
ら
れ
、多
く
の
参
拝
者
を
集
め
る
法
要
。

 

第
１
日
曜
▼
摩
気
神
社《
園
部
町
竹
井
》

奉
仕
の
早
乙
女
が
歌
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊
り
、粽
を
早
苗
に
見
立
て
て
田
植
え
の
手
振
り
を
行
い
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

中
旬

上
旬
▼
川
上
神
社《
美
山
町
樫
原
》

五
穀
豊
穣
を
願
い
、田
を
荒
ら
す
カ
ラ
ス
を
追
い
払
う
所
作
が
滑
稽
。府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
。

14
日
・
15
日
▼
摩
気
神
社《
園
部
町
竹
井
》

御
輿
や
稚
児
行
列
が
練
り
歩
き
、深
夜
に
は
御
旅
所
で「
練
り
」や「
角
力
式
」が
演
じ
ら
れ
る
。15
日
は

流
鏑
馬
稚
児
に
よ
る「
御
幣
振
り
」「
的
射
」が
行
わ
れ
る
。

21
日
▼
大
送
神
社
・
幡
日
佐
神
社《
八
木
町
日
置
・
氷
所
》

大
送
神
社（
女
の
神
）と
幡
日
佐
神
社（
男
の
神
）と
の
婚
礼
を
模
し
た
行
事
。婚
礼
行
事
の
あ
と
、流
鏑

馬
、狩
装
束
で
杉
板
の
的
を
射
ち
、来
る
年
の
豊
凶
を
占
う
。

中
旬
▼
多
治
神
社《
日
吉
町
田
原
》

四
人
の
稚
児
の
周
り
を
鞨
鼓
を
持
っ
た
カ
ッ
コ
ス
リ
四
人
が
笛
や
締
め
太
鼓
、サ
ン
ヤ
レ
四
人
の
囃
子

に
合
わ
せ
て
踊
る
。府
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

第
３
日
曜
▼
日
吉
神
社《
日
吉
町
胡
麻
》

秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ
る
流
鏑
馬
。神
社
前
の
馬
場
を
か
け
、的
を
射
る
所
作
を
行
う
。

綱引き神事

雪灯ろう

田原のカッコスリ 摩気神社神幸祭

からす田楽 田歌の神楽 南丹市やぎの花火大会

生身天満宮春まつり

田原の御田

春日神社  春祭り

１
日
▼
生
身
天
満
宮《
園
部
町
美
園
町
》

稚
児
行
列
や
御
輿
が
練
り
歩
き
、境
内
に
は
露
店
が
並
ぶ
。雷
除
け
の
お
札
を
求
め
る
参
拝

客
も
多
い
。

３
日
▼
多
治
神
社《
日
吉
町
田
原
》

作
太
郎
・
作
次
郎
の
二
人
が
種
漬
け
か
ら
稲
刈
り
ま
で
を
狂
言
風
に
演
じ
る
民
俗
芸
能
。国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
。

３
日
▼
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド《
園
部
町
宮
町
他
》

44
基
の
御
輿
が
練
り
歩
く
。

ち
ま
き

み
こ
し

て
ん
ぐ

た
い
ま
つ

や
ぶ
さ
め

お
お
お
く
り

か
っ
こ

か

は
た
ひ
さ

と
ろ
ぎ

は
っ
ぴ
ゃ
く
び
く
に

牧山の松明行事 虫送り神事夫婦神事

日吉神社の馬馳け

お田植えまつり

 

上
旬
▼
か
や
ぶ
き
の
里《
美
山
町
北
》

雪
の
か
や
ぶ
き
民
家
を
バ
ッ
ク
に
、灯
ろ
う
が
揺
ら
め
く
幻
想
的
な
イ
ベ
ン
ト
。

上
旬
▼
美
山
町
自
然
文
化
村《
美
山
町
中
》

雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
や
雪
そ
り
レ
ー
ス
な
ど
、フ
ァ
ミ
リ
ー
で
雪
に
親
し
め
る
。

大野ダムさくら祭り

大野ダムさくら祭り

■
■
■
■

■27

■
■
■
■

■26


